
（別添）

現状値
（H20年）

目標値
（R4年）

実績
（R4年）

現状値
（H20年）

目標値
（R4年）

実績
（R4年）

現状値
（H20年）

目標値
（R4年）

実績
（R4年）

愛知県
海部郡
飛島村

【推進事業】
中部国産農産
物推進協議会

野菜
(ほうれんそ
う)

21年
度

国産原材料
の供給力の

向上

（協議会内出
荷量を5％以
上とする）

－ 75% 75% － 8% 66% － － －

農産物処
理加工施

設
（冷凍野
菜工場）

販売数量を
毎月書類と
して残し、協
議会開催時
に検証を行
う

1.4208 0.0239259 1 2

　本事業目標に係る「協議会内の中間
事業者から食品製造事業者への加
工・業務用原材料の出荷量」は概ね達
成し協議会内出荷量の割合も目標値
を大きく上回っている。
　しかしながら、「中間事業者から食品
製造業者への加工・業務用原材料の
全出荷量」については、原料ほうれん
そうの生産及び異物除去等の調整作
業に係る担い手の不足といった情勢
の変化により、原料の確保が困難と
なったため、目標値を下回っている。
　当該協議会では、事業内容を計画ど
おり実施し、生産者から食品製造業者
までのサプライチェーンを構築してお
り、本事業の本旨である「加工・業務
用原料野菜のサプライチェーンの構
築」は果たされていることから評価を
終える。
　なお、導入した冷凍設備について
は、耐用年数を超えているが中間事
業者として適切な管理適切な管理が
保たれるとともに、原料ほうれんそう
の異物除去装置を自己資金で導入し
て品質の向上が図られており、今後、
学校給食などの実需者のニーズに応
えた冷凍ほうれんそうの製造を行い、
適切に活用することを期待する。

適正な
事業執行

地方農政局長等の意見
生産者～中間事業者 中間事業者～食品製造業者等 食品製造業者等～協議会外

計画値 結果

国産原材料サプライチェーン構築事業に関する事業評価シート

都道府県名
市町村
名

事業実施主体
名

取組名
事業実
施年度

成果目標の
具体的な内

容

成果目標関係

整備事業
事業評価の
検証方法

費用対効果分析関係
事業計画
の妥当性



（別添）

現状値
（H20年）

目標値
（R4年）

実績
（R4年）

現状値
（H20年）

目標値
（R4年）

実績
（R4年）

現状値
（H20年）

目標値
（R4年）

実績
（R4年）

佐賀県 神埼市 バラフ振興協議会

野菜（アイス
プラント、大
根、カブ、レ
タス、玉ね
ぎ、ニンジ
ン、キャベ
ツ、カラシ
ナ）

H21年
度～
23年
度

国産原材料の供
給力の向上

（安定生産の数
量目標として,原
材料96ﾄﾝ/年の
供給量を達成す

る。）

（生産原材料96ﾄ
ﾝ/年の供給に応
じた多様な販売
ルート及び需要を
確保し、生産者
からのアイスプラ
ントの安定的、継
続的利用を可能
にする。）

－ 40% 100% － 40% 100% － － －
出荷伝票、入荷伝
票、販売数量実績

－ － 1 1

　加工・業務用仕向けと
して96ｔ/年（全出荷量目
標240ｔの40％設定）を上
回る101.7ｔ/年の全てが
バラフ振興協議会内の
出荷であり、割合は
100％であるが、当初の
全出荷量目標240ｔを達
成していない。
　これは、作付面積及び
需要拡大が不十分であ
ると共に、夏季の気候条
件下での栽培法に課題
を抱え、本格的な出荷販
売に至っていないことが
要因である。
　このため、改善計画を
作成させるとともに、需
要動向を基に要因分析
をして成果目標を達成す
るよう指導等を実施す
る。

計画値 結果
事業計画
の妥当性

適正な
事業執行

地方農政局長等の意見

国産原材料サプライチェーン構築事業に関する事業評価シート
成果目標関係 費用対効果分析関係

生産者～中間事業者 中間事業者～食品製造業者等 食品製造業者等～協議会外
都道府県名

市町村
名

事業実施主体名 取組名
事業実
施年度

成果目標の具体
的な内容

整備事業 事業評価の検証方法



（別添） 

産地活性化総合対策事業（産地収益力向上支援事業のうち農業所得向上新分野支援対策事業のうち国産原材料サプライチェーン構築事業）に関する事業評価シート 

 

 都道府

県名 
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事業実

施主体 

 

事業実

施年度 

 

成果目標の具体的 

な内容 

達成状況 事業評価の

検証方法 

費用対効果分析 事業計画

の妥当性 

 

適正な事

業執行 

 

地方農政局等の意見 

生産者～中間事業者 中間事業者～食品製造業者等 計画値 

 

結果 

 平成24年度 目標値 令和２年度 平成24年度 目標値 令和２年度 

北海道 

 

 

 

 

 

鹿追町 

 

 

 

 

 

鹿追町

サプラ

イチェ

ーン推

進協議

会 

平成25

～27年

度 

 

 

 

全出荷量の
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内の出荷量

を６６％ま
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6,375ｔ 

 

5,941ｔ 
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6,210ｔ 

 

取引先出荷

伝票、帳簿

等により確

認 

 

 

1.17 

 

 

 

 

 

9.86 

 

 

 

 

1 1 協議会内出荷の割合は目標を

達成し、総出荷量についても目

標の９割に達していることから

事業の成果が得られているもの

と評価する。 

 



別記様式第８号

産地活性化総合対策事業の薬用作物等地域特産作物産地確立支援事業（薬用作物産地確立支援事業）に関する事業評価票

農産局長の意見

北海道
八雲町生薬栽培

協議会
トウキ

平成29年
度

80a 593a 590a 839a

都道府県名 事業実施主体名

1,190a

対象品目名
事業実施
年　　  度

（％）
目標値

達成率基準年 １年目
平成25年 平成29年

５年目
令和３年

1,559a

　令和４年に1,500aのほ場に定植するため、令和３年に移植
用の苗生産を行ったが、播種期から出芽期にかけて苗生産
ほ場の出芽が揃わず、追加播種による対策を講じたもの
の、その後の生育にも大きく影響を受けたため、予定量の
苗を確保できず（目標：2,900本、実績1,266本）、令和４年の
定植面積が計画の71％となってしまった。
　少雨等の影響を受けなかった令和２年は1,353a（達成率
81％）、令和３年は1,559a（達成率94％）と着実に栽培面積
を拡大し、概ね目標を達成できていたところ。
　当該地区は、前年までは目標達成に向けて順調に栽培面
積を拡大してきたものの、令和３年の少雨により苗生産量が
減少した影響を受けて栽培面積が一時的に減少したもので
あり、事業開始当初には予見できなかった結果であるため、
評価を終了したい。

事業内容
具体的な
取組内容

成果目標の達成状況（成果目標：栽培面積（a）、生産量（トン））

２年目
平成30年

・検討会の開催
・農業機械の改良

1,650a 71

４年目
令和２年

1,353a

目標年
令和４年平成31年

３年目



産地活性化総合対策事業のうち地域作物支援地区推進事業（ジャガイモシロシストセンチュウ発生対応ばれいしょ増産農業機械等リース事業）の評価審査表

基準年
（平成28年）

目標値
目標年実績
（令和４年）

達成率

北海道・網走
市

オホーツク網走二見ヶ岡
利用組合

受益地区において10a
当たり収量を2％以上
増加

8,596,279
（3,760,000）

けん引スプレーヤ１台 4,427kg/10a 4,617kg/10a 4884kg/10a 103%
成果目標を達成しており、事業による
取組の成果があったと認められる。

北海道・網走
市

農事組合法人オホーツク
網走26

受益地区において作付
面積を1％以上増加

82,059,294
(36,321,000)

スプレーヤー２台
ポテトプランタ１台
ポテトハーベスタ２台

75.70ha 84.00ha 47.17ha -344%

　令和２年度以降、地域の種ばれい
しょ生産ほ場でジャガイモシストセン
チュウの発生が拡大したため、でん粉
原料用品種の種ばれいしょの確保がで
きず、作付面積が伸びなかったとのこ
と。
　今後、地域外から種ばれいしょの調
達を増やすことで作付面積を拡大し、
目標達成を目指す意向であることか
ら、改善計画の提出を求めることとす
る。

北海道・網走
市

西倉第１機械組合
受益地区において作付
面積を1％以上増加

43,944,185
(19,658,000)

トラクター１台
トラクター１台
けん引スプレーヤ１台
ポテトプランター１台

45.29ha 49.82ha 42.39ha -64%

　令和２年度以降、地域の種ばれい
しょ生産ほ場でジャガイモシストセン
チュウの発生が拡大したため、でん粉
原料用品種の種ばれいしょの確保がで
きず、作付面積が伸びなかったとのこ
と。
　今後、地域外から種ばれいしょの調
達を増やすことで作付面積を拡大し、
目標達成を目指す意向であることか
ら、改善計画の提出を求めることとす
る。

北海道・網走
市

農事組合法人網走農場
受益地区において作付
面積を1％以上増加

64,232,516
(28,849,000)

マウントスプレーヤ３
台
MFトラクター３台

104.15ha 111.60ha 100.57ha -48%

　令和２年度以降、地域の種ばれい
しょ生産ほ場でジャガイモシストセン
チュウの発生が拡大したため、でん粉
原料用品種の種ばれいしょの確保がで
きず、作付面積が伸びなかったとのこ
と。
　令和５年度以降は加工用ばれいしょ
等の種いもの調達を進めることにより
作付け面積を拡大し、目標達成を目指
す意向であることから、改善計画の提
出を求めることとする。

達成状況
地方農政局長等（生産局長、政策統
括官、沖縄総合事務局長）の意見

都道府県・
市町村名

事業実施
主体名

成果目標の
具体的内容

事業費
（うち国費）

取組内容


